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学部生用ポータル依頼文 

 

件名：公立小松大学大学院（博士後期課程）設置に係る在学生向けアンケート調査 

内容： 

学部生 各位 

2024 年４月に設置を計画している公立小松大学大学院（博士後期課程）に関するアンケー

ト調査を実施します。以下の URL からアンケートに答えてください。 

・このアンケートは無記名式で、結果を調査目的以外に使用することはありません。 

・回答内容が入学に影響を及ぼすことはありません。 

・本アンケートの締切は令和 4 年 11 月 30 日（水）です。 

なお、アンケートに関するお問い合わせは、下記までお願いします。 

 

URL：https://forms.office.com/r/S34deQy9UG 

 

お問い合わせ先：学生課 学務・大学院担当 山崎、神田 TEL0761-41-6700 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ポータルサイトによる依頼文配信画面） 
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大学院（博士後期課程）設置構想リーフレット 

 
 
 
 
 
 
 

●概  要 
設置年月：令和６年（２０２４年）４月予定 

 設置場所：石川県小松市四丁町ヌ１番地３（本部）  
 名  称：サステイナブルシステム科学研究科 生産システム科学専攻（博士後期課程） 
      ヘルスケアシステム科学専攻（博士後期課程） グローカル文化学専攻（博士後期課程） 
 修業年限：３年 入学時期：４月 
 定  員：生産システム科学専攻 ２名、ヘルスケアシステム科学専攻 １名、グローカル文化学専攻 １名 
 学  位：博士（工学）、博士（保健学）、博士（国際文化学） 
 
●設置の理念  

本学が立地する地域の諸問題の解決への道筋を探求すると同時に、日本及び世界の各地域に普遍的に存在する
諸課題を抽出し、各専攻分野に固有な専門的方法論を駆使し、それらの分析と解決への方向性を提案し、地域
と国際社会の持続的発展に貢献しうる高度専門人、教育研究者、組織的指導者の育成を目指し、教育研究を推
進する。  

    
●養成する人材像 
 「課題発見解決能力、社会実装力を備えた次世代人材」、「地域産業の高度化、地域発イノベーション等を担う

高度人材」、「未来を支える教育者、研究者、組織指導者」、「『総合知』に立脚し、高度な専門能力を備えた人材」
などの人材を育成し、「地域・国際社会へのサステイナビリティへの貢献」をめざす。 
 

●教育研究の特色 

 ①養成する人材像 ②開講予定科目 ③想定される修了後の進路 

 

・生産システム科学専攻〔 学位：博士 （工学） 〕 
 ①持続的な社会の創造に対する意識および、サプライチェーンの不確実性などの 

社会情勢の変化に対する関心を常に持ちながら「ものづくり」による社会貢献 
を達成することが重要である。その下で「ものづくり」についての課題を見出 
し、専門的および学際的学識を修得して持続可能な社会に貢献する製品やシス 
テムの研究、開発、生産プロセスの構築など、多様な方面で活躍できる人材育 
成をめざす。 

 ②「環境熱流体解析学特論」、「先端製造テクノロジ特論」、「最適構造制御特論」、 
「先進 IoT・AI 特論」、「システム情報科学特論」 

 ③製造業、エネルギー・材料関連産業、建設業、自動車・交通関連産業、 
高等教育研究機関、企業等研究所、地方公共団体・行政機関、研究職、 
設計開発職、生産管理職、大学教員、行政専門職など。 
 

・ヘルスケアシステム科学専攻〔 学位：博士（保健学） 〕 

 ①持続的に発展できるコミュニティ ヘルスケアを構築するために、健康と福祉 
に関する知識や研究能力を活用しかつ他分野の専門家とも積極的に協働してい 
くことで、コミュニティヘルスケアに関する現存の課題の解決策を提案してい 
ける高度専門職業人、研究者、および大学教員の育成をめざす。 

 ②「コミュニティ ヘルスケア概論 A」、「コミュニティ ヘルスケア概論Ｂ」、 
「コミュニティ ヘルスケアとユビキタス医工学特論」、 
「医療と多文化共生特論」 

 ③保健福祉機関、病院、介護・リハビリテーション施設、医療機器・介護支援ハ 
ード&ソフトウェアメーカー、国際保健医療機関、高等教育研究機関、地方公 
共団体・行政機関、看護師、臨床工学技士、システム開発者、メディカル・リ 
プレゼンタティブ（MR）、大学教員、行政専門職、研究者、医療施設の経営者 
など。 
 
 
 「人工心肺装置」 

「トンネル火災実証実験室」 

（仮称）公立小松大学大学院サステイナブルシステム科学研究科（博士後期課程） 
・生産システム科学専攻 ・ヘルスケアシステム科学専攻 ・グローカル文化学専攻 

令和６年（２０２４年）４月設置予定 
※設置構想中のため、掲載内容は予定であり、変更する場合があります。 
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・グローカル文化学専攻〔 学位：博士（国際文化学） 〕 

  ①南加賀および北陸に軸足を置き、アジアを中心とした国際文化研究と 
連動させ、専門知識の深化と普遍的な思考、さらには分野を超えた 
専門的なスキルを有する人材を社会に送り出す。同時に、地域・国際 
課題を発見し、それを横断的・複眼的な視座から解決を試み、エシカ 
ルな行動様式を意識しながら、地域を活性化できる人材育成をめざす。 

 ②「南加賀・北陸文化資源特論」、「国際文化学特論 A」、 
「国際文化学特論 B」、「グローカル文化学特論 A」、 
「グローカル文化学特論 B」 

 ③情報産業、流通・製造業、総合商社、観光・旅行業、航空・交通業界、 
金融機関、マスコミ・出版関係企業、文化資源関係機関、国際機関、 
高等教育研究機関、地方公共団体・行政機関、国内外ビジネスパーソン、  
国際機関職員、起業家、ツアープランナー、通訳、大学教員、 
行政機関の専門職など。 

 

●社会人に対する配慮 
 本研究科博士後期課程では、仕事に従事しながら学修を望む方への学修機会の提供を目的とし、社会人学生を

積極的に受け入れています。長期履修学生制度及び昼夜開講制度を設け、在職のまま学びやすい環境を整えて
います。 

 ・修業年限を超えて、一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修することができ、在職のまま学びやすくな
るよう配慮します。（長期履修学生制度） 

 ・大学院設置基準第１４条に規定する教育方法の特例に基づき、夜間等に履修できるように配慮します。 
（昼夜開講制） 

 

●学生納付金（予定） 
  入学料：（市内者）282,000 円、（その他）423,000 円    授業料：（年間） 585,800 円       
  ※授業料減免・奨学金制度もあり 
 

●競合する研究科の名称等 
 本研究科と類似する近隣大学院博士後期課程の納付金 

 
生産システム科学専攻 

大学院名 研究科名 専攻名 入学金 授業料等 

金沢大学大学院 自然科学研究科 自然システム学専攻 282,000 円 535,800 円 

金沢工業大学大学院 工学研究科 

機械工学専攻 

情報工学専攻 

電気電子工学専攻 

250,000 円 1,011,000 円 

北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科  先端科学技術専攻 282,000 円 535,800 円 

 
ヘルスケアシステム科学専攻 

大学院名 研究科名 専攻名 入学金 授業料等 

金沢大学大学院 医薬保健学総合研究科 
保健学専攻 

医学専攻 
282,000 円 535,800 円 

石川県立看護大学大学院 看護学研究科 看護学専攻 
（県内）282,000 円

（県外）423,000 円 
535,800 円 

 

グローカル文化学専攻 

大学院名 研究科名 専攻名 入学金 授業料等 

金沢大学大学院 人間社会環境研究科 人間社会環境学専攻 282,000 円 535,800 円 

 
 

「ティカル遺跡（グアテマラ）」 

－学生確保（資料）－12－



●設置場所（アクセス） 
  ・粟津キャンパス 石川県小松市四丁町ヌ 1 番地 3   （JR 粟津駅より徒歩で約 12 分） 
    ・末広キャンパス 石川県小松市向本折町へ 14 番地 1  （JR 小松駅より徒歩で約 23 分） 
    ・中央キャンパス 石川県小松市土居原町 10-10      （JR 小松駅より徒歩で約 1 分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

サステイナブルシステム科学研究科博士課程における教育課程編成の考え方 

専門分野の研究の高度化

生産システム科学部

生産システム科学科

基礎となる学部・学科

「総合知」に立脚し

高度な専門能力を備えた人材

地域産業の高度化、地域発        等を

担う高度人材

未来を支える教育者、研究者、

組織指導者

課題発見解決能力、社会実装力を

備えた次世代人材

生産システム科学専攻 ヘルスケアシステム科学専攻 グローカル文化学専攻

ジョブ型研究インターンシップ

人間圏のサブシステムに惹起する諸課題への学際的対応

知見の共有と展開

方法論の共有と応用

分野横断的連携

共通リテラシーの修得

持続的発展のためのガバナンスとエシックスの涵養

地域課題の認識と共有

保健医療学部

看護学科・臨床工学科

国際文化交流学部

国際文化交流学科

地域・国際社会の

サステイナビリティへの貢献
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大学院生用ポータル依頼文 

 

件名：公立小松大学大学院（博士後期課程）設置に係る在学生向けアンケート調査 

内容： 

大学院生 各位 

2024 年４月に設置を計画している公立小松大学大学院（博士後期課程）に関するアンケー

ト調査を実施します。以下の URL からアンケートに答えてください。 

・このアンケートは無記名式で、結果を調査目的以外に使用することはありません。 

・回答内容が入学に影響を及ぼすことはありません。 

・本アンケートの締切は令和 4 年 11 月 30 日（水）です。 

なお、アンケートに関するお問い合わせは、下記までお願いします。 

 

URL：https://forms.office.com/r/qaLTia6Urp 

お問い合わせ先：学生課 学務・大学院担当 山崎、神田 TEL0761-41-6700 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ポータルサイトによる依頼文配信画面） 

（ポータルサイトによる依頼文配信画面） 
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大学院（博士後期課程）設置構想リーフレット 

 
 
 
 
 
 
 

●概  要 
設置年月：令和６年（２０２４年）４月予定 

 設置場所：石川県小松市四丁町ヌ１番地３（本部）  
 名  称：サステイナブルシステム科学研究科 生産システム科学専攻（博士後期課程） 
      ヘルスケアシステム科学専攻（博士後期課程） グローカル文化学専攻（博士後期課程） 
 修業年限：３年 入学時期：４月 
 定  員：生産システム科学専攻 ２名、ヘルスケアシステム科学専攻 １名、グローカル文化学専攻 １名 
 学  位：博士（工学）、博士（保健学）、博士（国際文化学） 
 
●設置の理念  

本学が立地する地域の諸問題の解決への道筋を探求すると同時に、日本及び世界の各地域に普遍的に存在する
諸課題を抽出し、各専攻分野に固有な専門的方法論を駆使し、それらの分析と解決への方向性を提案し、地域
と国際社会の持続的発展に貢献しうる高度専門人、教育研究者、組織的指導者の育成を目指し、教育研究を推
進する。  

    
●養成する人材像 
 「課題発見解決能力、社会実装力を備えた次世代人材」、「地域産業の高度化、地域発イノベーション等を担う

高度人材」、「未来を支える教育者、研究者、組織指導者」、「『総合知』に立脚し、高度な専門能力を備えた人材」
などの人材を育成し、「地域・国際社会へのサステイナビリティへの貢献」をめざす。 
 

●教育研究の特色 

 ①養成する人材像 ②開講予定科目 ③想定される修了後の進路 

 

・生産システム科学専攻〔 学位：博士 （工学） 〕 
 ①持続的な社会の創造に対する意識および、サプライチェーンの不確実性などの 

社会情勢の変化に対する関心を常に持ちながら「ものづくり」による社会貢献 
を達成することが重要である。その下で「ものづくり」についての課題を見出 
し、専門的および学際的学識を修得して持続可能な社会に貢献する製品やシス 
テムの研究、開発、生産プロセスの構築など、多様な方面で活躍できる人材育 
成をめざす。 

 ②「環境熱流体解析学特論」、「先端製造テクノロジ特論」、「最適構造制御特論」、 
「先進 IoT・AI 特論」、「システム情報科学特論」 

 ③製造業、エネルギー・材料関連産業、建設業、自動車・交通関連産業、 
高等教育研究機関、企業等研究所、地方公共団体・行政機関、研究職、 
設計開発職、生産管理職、大学教員、行政専門職など。 
 

・ヘルスケアシステム科学専攻〔 学位：博士（保健学） 〕 

 ①持続的に発展できるコミュニティ ヘルスケアを構築するために、健康と福祉 
に関する知識や研究能力を活用しかつ他分野の専門家とも積極的に協働してい 
くことで、コミュニティヘルスケアに関する現存の課題の解決策を提案してい 
ける高度専門職業人、研究者、および大学教員の育成をめざす。 

 ②「コミュニティ ヘルスケア概論 A」、「コミュニティ ヘルスケア概論Ｂ」、 
「コミュニティ ヘルスケアとユビキタス医工学特論」、 
「医療と多文化共生特論」 

 ③保健福祉機関、病院、介護・リハビリテーション施設、医療機器・介護支援ハ 
ード&ソフトウェアメーカー、国際保健医療機関、高等教育研究機関、地方公 
共団体・行政機関、看護師、臨床工学技士、システム開発者、メディカル・リ 
プレゼンタティブ（MR）、大学教員、行政専門職、研究者、医療施設の経営者 
など。 
 
 
 「人工心肺装置」 

「トンネル火災実証実験室」 

（仮称）公立小松大学大学院サステイナブルシステム科学研究科（博士後期課程） 
・生産システム科学専攻 ・ヘルスケアシステム科学専攻 ・グローカル文化学専攻 

令和６年（２０２４年）４月設置予定 
※設置構想中のため、掲載内容は予定であり、変更する場合があります。 

 
 

－学生確保（資料）－23－

yukari.yamazaki
テキスト ボックス
資料８



 

・グローカル文化学専攻〔 学位：博士（国際文化学） 〕 

  ①南加賀および北陸に軸足を置き、アジアを中心とした国際文化研究と 
連動させ、専門知識の深化と普遍的な思考、さらには分野を超えた 
専門的なスキルを有する人材を社会に送り出す。同時に、地域・国際 
課題を発見し、それを横断的・複眼的な視座から解決を試み、エシカ 
ルな行動様式を意識しながら、地域を活性化できる人材育成をめざす。 

 ②「南加賀・北陸文化資源特論」、「国際文化学特論 A」、 
「国際文化学特論 B」、「グローカル文化学特論 A」、 
「グローカル文化学特論 B」 

 ③情報産業、流通・製造業、総合商社、観光・旅行業、航空・交通業界、 
金融機関、マスコミ・出版関係企業、文化資源関係機関、国際機関、 
高等教育研究機関、地方公共団体・行政機関、国内外ビジネスパーソン、  
国際機関職員、起業家、ツアープランナー、通訳、大学教員、 
行政機関の専門職など。 

 

●社会人に対する配慮 
 本研究科博士後期課程では、仕事に従事しながら学修を望む方への学修機会の提供を目的とし、社会人学生を

積極的に受け入れています。長期履修学生制度及び昼夜開講制度を設け、在職のまま学びやすい環境を整えて
います。 

 ・修業年限を超えて、一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修することができ、在職のまま学びやすくな
るよう配慮します。（長期履修学生制度） 

 ・大学院設置基準第１４条に規定する教育方法の特例に基づき、夜間等に履修できるように配慮します。 
（昼夜開講制） 

 

●学生納付金（予定） 
  入学料：（市内者）282,000 円、（その他）423,000 円    授業料：（年間） 585,800 円       
  ※授業料減免・奨学金制度もあり 
 

●競合する研究科の名称等 
 本研究科と類似する近隣大学院博士後期課程の納付金 

 
生産システム科学専攻 

大学院名 研究科名 専攻名 入学金 授業料等 

金沢大学大学院 自然科学研究科 自然システム学専攻 282,000 円 535,800 円 

金沢工業大学大学院 工学研究科 

機械工学専攻 

情報工学専攻 

電気電子工学専攻 

250,000 円 1,011,000 円 

北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科  先端科学技術専攻 282,000 円 535,800 円 

 
ヘルスケアシステム科学専攻 

大学院名 研究科名 専攻名 入学金 授業料等 

金沢大学大学院 医薬保健学総合研究科 
保健学専攻 

医学専攻 
282,000 円 535,800 円 

石川県立看護大学大学院 看護学研究科 看護学専攻 
（県内）282,000 円

（県外）423,000 円 
535,800 円 

 

グローカル文化学専攻 

大学院名 研究科名 専攻名 入学金 授業料等 

金沢大学大学院 人間社会環境研究科 人間社会環境学専攻 282,000 円 535,800 円 

 
 

「ティカル遺跡（グアテマラ）」 
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●設置場所（アクセス） 
  ・粟津キャンパス 石川県小松市四丁町ヌ 1 番地 3   （JR 粟津駅より徒歩で約 12 分） 
    ・末広キャンパス 石川県小松市向本折町へ 14 番地 1  （JR 小松駅より徒歩で約 23 分） 
    ・中央キャンパス 石川県小松市土居原町 10-10      （JR 小松駅より徒歩で約 1 分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

サステイナブルシステム科学研究科博士課程における教育課程編成の考え方 

専門分野の研究の高度化

生産システム科学部

生産システム科学科

基礎となる学部・学科

「総合知」に立脚し

高度な専門能力を備えた人材

地域産業の高度化、地域発        等を

担う高度人材

未来を支える教育者、研究者、

組織指導者

課題発見解決能力、社会実装力を

備えた次世代人材

生産システム科学専攻 ヘルスケアシステム科学専攻 グローカル文化学専攻

ジョブ型研究インターンシップ

人間圏のサブシステムに惹起する諸課題への学際的対応

知見の共有と展開

方法論の共有と応用

分野横断的連携

共通リテラシーの修得

持続的発展のためのガバナンスとエシックスの涵養

地域課題の認識と共有

保健医療学部

看護学科・臨床工学科

国際文化交流学部

国際文化交流学科

地域・国際社会の

サステイナビリティへの貢献
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